
地方でしっかり学びたい
×

しっかり後継者を育てたい

のマッチングをするプラットホーム



出典：農林水産省「世界の食料自給率」令和2年度

日本と諸外国の食料自給率

【2030年度の目標】

カロリーベース：45%

生産額ベース ：69%への引き上げ

※静岡県食糧自給率：15％



国内食料自給率が低いと・・・

①災害時の基礎体力が低下する
→食料供給までに時間がかかる
そもそも、食糧難になる

③自国でお米、野菜が食べられなくなる

②食糧品の価格高騰



日本国内の米収穫量

出典：都道府県データランキング

77,900 トン



米の年間支出額

出典：総務省統計局「家計調査」

1世帯あたりの支出金額

単位：円
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米の年間消費量

出典：総務省統計局「家計調査」

1世帯あたりの消費量

単位：kg
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米の輸出量の変化

出典：農林水産省

日本食ブーム＆円安により

米の輸出量が増大

さらに・・・

2030年までに35万トン

に増やすことを目標として
掲げている



2024年3月開催 掛川議会報告会市民アンケート

〇茶畑の耕作放棄地が年々増加しています。茶農家の高齢化も進み、後継者不足も深刻な課題です。

〇新規の就労者を増やすための補助金の増額

〇農業従事者の高齢化と後継者不足は大変深刻な問題なので、掛川市としてどう対応するか、

具体的に考えるべきだと思います。技術指導についても指導者が高齢化していくため、早急な取組みが必要ではないか。

〇今回の説明で掛川茶の栽培面積が平成 17 年（1684ha）、令和 12 年（約 200ha）で掛川茶の将来を非常に危惧

している。

〇農業の課題、後継者不足、高齢化、放棄地の急増等、早急に対策を現実化する必要があると思います。

〇個の農業は限界にきているのでは？広域農業でなければ設備投資も拡大しないのでは？ 休耕地を一括で運用する方法を考えていただいたらどうでしょうか？

〇もうかる農業を見つけて推進、育成する必要があるのでは ないか。既存の農業ではなく、新しい取組みに期待したい。

（民間企業の活用。お茶に替わ る農作物の発見）

〇農業にも水道同様、広域化、IT 化が必須と思いました。耕作放棄地を取りまとめ、広域 で効率の良い機械化された農業への移行

〇生産者が高齢のため、出荷 できない様子。有機農業の前に、農業が継続できない現状を調査してほしい

〇後継者不足、高齢化、耕作放棄地の課題解決は、儲かる農業経営ができれば、全部解決で きます。有機農業は、どこでもできる方法では無いです。有機条件はハードル高い。

〇農業生産額が 50 億円減少

〇新規就農者にやさしい措置（補助金、環境づくり、仕組み）を充実して移住者を増やして ほしい。

〇耕作放棄地の増加により、太陽光発電の面積が多くなっているがそれでよいのか？



〇農業後継者、少子化問題等あるが、農業に興味のある人達を集めて意見交換し、会社化にする必要あり。

〇茶業は大変厳しいが、中山間地域・里山が人が暮らせるため（有害鳥獣から命を守る）に も、掛川市にとっても大事な産業ではないか？

〇小農家を集約して会社化等するように進めないと、放棄地は増える一方だと思う。

〇茶業も大切だと思いますが、食糧安全保障も 視野に入れて耕作放棄地での穀物栽培を提案します。

〇市内には、たくさんの地場産品があります。農業人口が減少の一途をたどり、耕作放棄地 が増加しています。南部では苺農家が減って、残念に思います。

〇儲かる産業ではなく、儲かる人（会社）を作っ ていく事ではないか？

〇茶園のやめた所は、昔からの手で作った茶園や大型茶刈機の入らない所が主です。若い 人たちには大型機械の導入できるような支援が必要であると思います

〇茶生産者は、動力が大変で葉売りの単価が安い。消費者は茶を飲みたいが、値段が高いた めたくさん買えない。

〇市民農園など、市民が参加できる農業はどうか？自分の食べるものは自分で作るくらい のものを目指すべき。国防の意味でも農地を他の用途に使用するのは反対。

〇耕作放棄地への対策を進めてほしい。新規就労者の促進対策を検討してほしい

〇農業がもうできなくなる高齢者と、やっていみたいという若者とのセッティングに力を入れてほしい。

〇高齢化が進む中で、耕作放棄地が増えていますので、農業に従事する若者等を育ててほしいです。

〇後継者難、高齢化、耕作放棄地は連動し、負のスパイラル化。→解決の方向として、新規就農者の確
保。スマート農業化ができるよう提言願う。農業労働力不足対応として、技能実習生確保の提言願う。

2024年3月開催 掛川議会報告会市民アンケート



掛川市の一次産業の現状（まとめ）

①掛川茶の栽培面積、茶経営体は年々減少
平成17年（1684ha）→令和12年（約 200ha）予測

平成17年（1951件）→令和2年（536件）

出典：掛川茶未来創造プロジェクト



掛川市の一次産業の現状（まとめ）

②約8割の農家で後継者がいない

農業従事者の平均年齢も上昇している（2021年時点で64.4歳）

出典：掛川茶未来創造プロジェクト



③水稲作付面積は年々減少。
平成 17 年と令和２年を比較すると 223ha、約 13.8％減少

④市内の総農家戸数
2,705戸（2021年）→5年前から694戸減少

掛川市の一次産業の現状（まとめ）

●農業従事者の高齢化、後継者不足、放棄地の急増が深刻
かつ急務の課題



日本の一次産業の未来

１．深刻な担い手不足と高齢化

２．生産性の伸び悩み

３．荒廃農地の増加

４．中山間地域農業の省力化・効率化

出典：独立行政法人労働政策研究・研修機構図4 産業別就業者数（第一次～第三次産業、主要産業大分類）より（2025年4月15日更新）

日本の部門別就業人口割合 ＜就業率＞

一次産業就業率：3.4%

二次産業就業率：23%

三次産業就業率：70.5%

＜高齢化＞

農業に従事している60歳以上：64％

漁業に従事している60歳以上：47％

(2020年国勢調査）

※掛川市 従事者5.7％



まだ、後継者育成ができる

今こそ掛川市における一次産業が

持続するチャンス



掛川市農業振興ビジョン

掛川市の主な一次産業に関する取り組み

掛川市オリーブ産地化計画

遠州和栗プロジェクト

掛川市有機農業実施計画

オーガニックヴィレッジ

掛川茶未来創造プロジェクト

https://www.city.
kakegawa.shizuok
a.jp/gyosei/docs/

7857.html

https://www.city.kakeg
awa.shizuoka.jp/gyosei

/docs/285976.html
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cs/7658.html



掛川市の一次産業に関する取り組み

まだまだ・・・



そこで・・・

地方でしっかり学びたい
×

しっかり後継者を育てたい

のマッチングをするプラットホーム



掛川あぐりLaboのイメージ

一次産業を体験したい
学びたい人

・大学生

（インターンシップ）

・短期就労者

・地方移住希望者

・留学生

・外国人労働者

・地方を体験したい

・社会復帰

・子どもの体験

人財を必要としてい
る農家

・茶農家

・米農家

・穀物農家

・果実農家

・その他一次産業

× ×

プラットホーム

・企画

・体験受け入れ

・求人募集

・宿泊先手配

・賃金管理

・運営管理

・後継者育成

・移住支援



掛川あぐりLaboの社会貢献

学ぶ

育てる

つなぐ

・農家

・個人経営者

・農業法人

・組合

・団体

講師依頼講師派遣要請

リクルート

イベント運営

就職支援

移住支援

面談
事業相談

社会支援

農福連携

・大学生

・短期就労者

・地方移住希望者

・留学生

・外国人労働者

・ニート

・社会復帰者

・子ども



掛川あぐりLaboのイメージ

習得度
（本気度）

【家族みんなでファームキャンプ】
→子どもから大人まで農業体験、植林体験

【掛川あぐりアカデミー】
→農業キャリアスクール

【掛川移住支援】
→空き家への移住支援

移住度

旅行度

【短期ファームツーリズム】
→大学生向けインターンシップ受け入れ
短期アルバイト

【短期就労者向けファームツーリズム】
→短期のおてつたび

気軽度



【ミッション】

地域伝統産業の発展と永続を通して

ひとりひとりが輝く社会を実現する

大目標【ビジョン】

一次産業に興味がある人とその後継者育成を通じて

伝統産品が国内・海外に流通する

中目標

フェーズ②

【つなぐ】

学びたい人への入門講座開講

組織の法人化

移住支援

【学ぶ】

ポータルサイトの活用

国内・海外へのアプローチ

農業大学との連携

【育てる】

横のつながりを作る

農業講座（農学校）の構築

小目標

フェーズ①

【つなぐ】

ツーリズム展開

任意団体として活動

提携農家とのつながり

【学ぶ】

ポータルサイトの構築

農業大学との連携

【育てる】

提携農家を作る

組合の構築

自分も学ぶ



掛川あぐりLaboのイメージ

習得度
（本気度）

【家族みんなでファームキャンプ】
→子どもから大人まで農業体験、植林体験

【掛川あぐりアカデミー】
→農業キャリアスクール

【掛川移住支援】
→空き家への移住支援

移住度

旅行度

【短期ファームツーリズム】
→大学生向けインターンシップ受け入れ
短期アルバイト

【短期就労者向けファームツーリズム】
→短期のおてつたび

気軽度



ファームツーリズム概要（案①）

「海側ファームツーリズム」掛川市南部のいちご農家

～大学生向け短期アルバイトコース～

ペルソナ：農業大学生で休暇中に職業体験をしたい方

短期アルバイトで働きながら少し稼ぎたい方

アルバイトをしながらついでに旅行も楽しみたい方

事業体験日数：2泊3日（アルバイト×旅行）

体験費用 ：3万円/1人（※実質2万円/1人）

募集人数 ：10名

募集時期 ：12月～5月



スケジュール 費用/1人 備考

1日目 9:00ポート掛川集合 要相談

オリエンテーション、課題共有、スケジュール確
認

※レンタカー36,000円/３日

10:00農機具の使い方について説明、事前予習

12:00おむすび農園でおむすびランチ 500

14:00いちご農家さん到着 収穫作業開始（途中休憩あり）

17:00作業終了

18:00宿泊先（永福寺さん）到着 9,000※可睡斎の宿泊費用参考

精進料理で宿坊体験

20:00交流会 1,000

22:00就寝

ファームツーリズムスケジュール概要（案①）



2日目 6:00起床、朝のお勤め

7:00朝食

8:00作業開始 収穫＆パック詰め作業

10:00お茶休憩 500

12:00農家めし or おむすび農園 800

13:00作業開始 いちご狩り来園者対応

15:00お茶休憩 500

17:00作業終了

18:00宿泊先（永福寺さん）到着 9,000
精進料理で宿坊体験

20:00自由時間

３日目 6:00起床、朝のお勤め

7:00朝食

8:00作業開始 収穫&パック詰め作業

10:00お茶休憩 500
意見交換、終了オリエンテーション

12:00解散※希望者は引き続き観光ツアー 3,000



ファームツーリズム概要（案①）

「海側ファームツーリズム」掛川市南部のいちご農家

～中高年向けちょっと贅沢コース～

ペルソナ：50代以降で定年後に農業を始めたいと思っている男女

それなりに金額を支払える資金的余裕のある方

都会に暮らしていて、地方移住を考えている

事業体験日数：2泊3日（体験、移住下見）

体験費用 ：5万円/1人 （※実質4万円/1人 目標）

募集人数 ：10名

募集時期 ：12月～5月



スケジュール 費用/1人備考

1日目 9:00ポート掛川集合 要相談

オリエンテーション、課題共有、スケジュール確
認

10:00農機具の使い方について説明、事前学習

12:00Funny Farmさんにて地場野菜のランチ 2,000

14:00いちご農家さん到着 収穫作業開始（途中休憩あり） ※レンタカー36,000円/３日

17:00作業終了

18:00大東温泉シートピア 1,000

19:00宿泊先（永福寺さん）到着 9,000※可睡斎の宿泊費用参考

精進料理で宿坊体験

20:00交流会 1,000

22:00就寝

ワークツーリズムスケジュール概要（案①）



2日目 6:00起床、朝のお勤め

7:00朝食

8:00作業開始 収穫＆パック詰め作業 ※いちご栽培の現状を学ぶ

10:00お茶休憩 500

12:00農家めし or おむすび農園 800

13:00作業開始 いちご狩り来園者対応

15:00お茶休憩 500

17:00作業終了

18:00宿泊先（永福寺さん）到着 9,000
精進料理で宿坊体験

20:00自由時間

３日目 6:00起床、朝のお勤め

7:00朝食

8:00作業開始 収穫&パック詰め作業

10:00お茶休憩 500
意見交換、終了オリエンテーション

12:00解散後、希望者は掛川市内の移住下見 3,000※謝金



ワークツーリズム概要（案②）

「山側ファームツーリズム」掛川市北部のお茶農家

ペルソナ：農業大学生で休暇中に職業体験をしたい方

短期アルバイトで働きながら少し稼ぎたい方

アルバイトをしながらついでに旅行も楽しみたい方

事業体験日数：2泊3日（アルバイト×旅行）

体験費用 ：3万円/1人（実質2万円/1人）

募集人数 ：10名

募集時期 ：4月～8月



スケジュール 費用/1人 備考

1日目 9:00ポート掛川集合 要相談

オリエンテーション、課題共有、スケジュール確
認

※レンタカー36000円/３日

10:00農機具の使い方について説明、事前予習

12:00おむすび農園のおむすびランチ 500

14:00茶農家さん到着 お茶摘み作業開始（途中休憩あり）

17:00作業終了

18:00宿泊先（時の寿の森）到着 9,000※1棟48000円

五右衛門風呂体験

20:00交流会 1,000

22:00就寝

ファームツーリズムスケジュール概要（案①）



ファームツーリズムの収益モデル

一次産業を体験したい
学びたい人

人財を必要と

している農家

求人広告費

→
← 2万円（1年）

※大手求人サイト

20万円（2週間）

ツアー代金

（研修費）

2泊3日短期①3万円

2泊3日短期②5万円

1週間短期 8万円

2週間短期 10万円

※ツアー会社と提携？

ファームツーリズム

←ーーーー 給与（日当）

ーーーー→
ツアー代金手数料



フェーズ① ファームツーリズムの収益計画

収入 経費区分 内訳 金額

参加費 海側ツーリズム① 2泊3日 30,000/1人×10名 300,000

海側ツーリズム② 2泊3日 50,000/1人×10名 500,000

山側ツーリズム 2泊3日 50,000/1人×10名 500,000

広告費 20,000円/1社 ※初年度3社 60,000

補助金 掛川市市民活動推進事業補助金 100,000

合計 1,460,000



フェーズ① ファームツーリズムの収益計画

支出 経費区分 内訳 金額

海①支出 食費 2,800円/1人×10名 28,000

宿泊費 2泊3日 18,000/1人×10名 180,000

交流費 2,000円/1人×10名 20,000

謝礼金 3,000円/1人×10名 30,000

レンタカー 36,000/3日 36,000

海②支出 食費 4,300円/1人×10名 43,000

宿泊費 2泊3日 18,000/1人×10名 180,000

交流費 2,000円/1人×10名 20,000

謝礼金 3,000円/1人×10名 30,000

レンタカー 36,000/3日 36,000

銭湯 2,000円/1人×10名 20,000

山 支出 食費 1,300円/1人×10名 13,000

宿泊費 2泊3日 96,000円（1棟借り） 96,000

交流費 2,000円/1人×10名 20,000

謝礼金 3,000円/1人×10名 30,000

レンタカー 36,000/3日 36,000

チラシ代 チラシ印刷（5円× 2,000）×３ 30,000

合計 863,000



ファームツーリズムにおける関係組織図

掛川あぐり

Labo

【対象】
・農家

・農業法人

・組合【対象】

・大学生

・短期就労者

・地方移住希望者

【ご協力先さま】
・永福寺さま

・時の寿の森さま

・おむすび農園さま

【提携先さま】

・
磐
田
市
農
林
大
学
校
さ
ま

・
公
益
社
団
法
人

ふ
る
さ
と
回
帰
・
移
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交
流

推
進
機
構
さ
ま

・
静
岡
県
東
京
事
務
所
さ
ま

・
掛
川
市
役
所
さ
ま

【提携先さま】

・
掛
川
市
農
林
課
さ
ま

・
か
け
が
わ
あ
ぐ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
社
団
法
人
静
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県
農
業

振
興
公
社
さ
ま



掛川あぐりLaboの組織体

～フェーズ①～

個人農家で成り立つ会員制の組織（団体）をつくり、互いに事業永続のため
に働きかけることができる。

活動費として2万円/年間を出し合い、そこから後継者育成のための人財募集、
農作物維持のためのボランティア費用とする。

繁忙期には掛川あぐりLaboを通して、短期手伝いを集うことができる。

まずは任意団体として、2025年4月の設立をめざす。

法人格はその後の活動の状況を踏まえて判断する。



掛川あぐりLabo

団体数目標

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

※団体費：2万円/年間

3件
5件

10件

15件

20件

6万円 10万円 20万円 30万円 40万円

・農機具の維持

・イベント開催

・求人募集

・後継者育成



ご清聴ありがとうございました



https://machicam.net/program/h562e4rw7/

https://sazuka-farm.jp/concept/?utm_source=chatgpt.com

https://japancrops.com/municipalities/shizuoka/kakegawa-shi?utm_source=chatgpt.com

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/7704.html?utm_source=chatgpt.com

https://www.e-stat.go.jp/

https://www.mri.co.jp/knowledge/column/20230302.html#:~:text=%E9%87%8E%E8%8F%9C%E3%81
%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB%E9%87%8F%E3%81%AF,%E3%81%A7%E3%81%97%E3%81%8B%E3%81%A
A%E3%81%84%E2%80%BB1%E3%80%82

https://www.stat.go.jp/data/kakei/5.html

https://www.shizuoka-nk.or.jp/support/

参考文献

https://machicam.net/program/h562e4rw7/
https://sazuka-farm.jp/concept/?utm_source=chatgpt.com
https://japancrops.com/municipalities/shizuoka/kakegawa-shi?utm_source=chatgpt.com
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/7704.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.e-stat.go.jp/
https://www.mri.co.jp/knowledge/column/20230302.html#:~:text=%E9%87%8E%E8%8F%9C%E3%81%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB%E9%87%8F%E3%81%AF,%E3%81%A7%E3%81%97%E3%81%8B%E3%81%AA%E3%81%84%E2%80%BB1%E3%80%82
https://www.stat.go.jp/data/kakei/5.html

